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　以上，非常に簡単な説明を加えた。273ページは，これを一一覧表にしたもの
である。この表では，次のような記号を用いた。☆（翻訳対応語），◎（言い
変えてもふつうである），○（まあ，それでもよい），？（無理），x（ダメ）。
なお，代名詞については上で特に語形をあげなかったので，、表に書き込んだ。
　『颪』をテキストに，田本語での「この／その十名詞」に含まれる問題の
一部，またそれに対応するポルトガル語の言い方に含まれる問題について簡
単にみてきた。不十分ではあったが，これは，臼本語，ポルトガル語それぞ
れにおける指示詞等や名詞の用法，またそれらの対照を考えていくための基
礎作業の一一部である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　侮向茂男）
　（注）　『風』のポルトガル語訳は，今回の作業のためわざわざ長島幸子さん（元上
智大学非常勤講師）にお願いした。また，ポルトガル語についてのネイティブ・チェ
ックは，M向ノエミアさん（上智大学非常勤講師）に協力を求めた。両者ともブラジ
ルで生まれ，小学校から大学までの教育をブラジルで終えている日系二世である。厚
く御礼申し上げる。
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V工工　資料
風
1
　元治元年十一月二十六日，京都守護の任に当っていた，加州家
の同勢は，折からの長州征伐に加わる露国丸心の長大山守を大
　どうぜい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち去うおおすみのゑみ
将にして，大阪の安治川！コから，船を出した。
　　　　　　　　亀じかわぐち
　小頭は，佃久太夫ジ山岸三十郎の二人で，個組の船には白幟，山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しろのぼり
岸組の船には赤織が立っている。五百石積の金毘羅船が，皆それ　　5
それ，紅白の織を風にひるがえして，川口を海へのり出した時の
景色は，如侮にも勇ましいものだったそうである。
　しかし，その船へ乗組んでいる連中は，中々勇ましがっている
所の騒ぎではない。第一どの船にも，一図に，主従三十四入，船
頭四人，併せて三十八人ずつ乗組んでいる。だから，船の中は，　玲
皆，身動きも砥に出来ない程狭い。それから又，胴の藺には，沢
庵漬を移目へつめたのが，足のふみ所もない位，ならべてある。
　　．どじょうおサ
慣れない内は，その臭気を嗅ぐ心良でもすぐに，吐き気を催し
た。最後に1日暦の十一月下旬だから，海上を吹いて来る風が，ま
るで身を切るように冷い。殊に臼が暮れてからは，摩耶颪なり水　15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まやがろしの上なり，流石に北国生れの若侍も，多くは歯の根が合わないと
云う始末であった。
　その上，船の中には，翼が沢山いた。それも，着物の縫自にか
　　　　　　　　　　しらみくれているなどと云う，生やさしい風ではない。帆にもたかって
いる。織にもたかっている。穗1にもたかっている。錨にもたかっ　20
　　　　　　　　　　　　ほばしら　　　　　　　　　　　　　　　　　　いかり
ている。少し誇張して云えば，人間を乗せる為の船だか，蜀を乗
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せる為の船だか，判然しない位である。勿論その位だから，着物に
は，侮十賑となくたかっている。そうして，それが人肌にさえさわ
れば，すぐに，いい気になって，ちくちくやる。それも五匹や十匹
なら，どうにでも，せいとうのしようがあるが，前にも去った通
　　　　　　　　　s　　s　　s　　s
り，白胡麻をふり卜いたように，沢山いるのだから，とても，と
りつくすなどと云う事が出来る筈のものではない。だから，個組
と山岸組とを問わず，船中にいる侍と云う侍の体は，悉く翼に食わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことこと
れた痕で，まるで癒疹にでも罹ったように，胸と云わず腹と去わ
　　あと　　　　　　　　　にしか　　　　　　 かか
ず，一面に赤く腫れ上っていた。
　しかし，いくら手のつげようがないと云っても，そのまま打遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うっちゃっ
て置くわけには，猶行かない。そこで，船中の連中は，暇さえあ
　　　　　　　　なお
れば，風上をやつk。上は家老から下は草履取まで，悉く裸にな
って，高潮にいる璽をてんでに茶呑茶碗の中へ，取っては入れ，取
っては入れするのである。大きな帆に内海の冬の日をうけた金毘
羅船の中で，三十何人かの侍が，湯もじ一つに茶呑茶碗を持って，
帆綱の下，錨の陰と，一生懸命に鼠ばかり，さがして歩いた時の
事を想像すると，今日では誰しも滑稽だと云う感じが先に立つが，
「必要」の前に，一切の事が真栄轡になるのは，維薪以前と錐も，
今と別に変りはない。一そこで，一鉛の裸侍は，それ自身が大き
な風のように，寒いのを我慢して，毎鶏根気よく，そここ，こと歩
きながら，丹念に板の間の風ばかりつぶしていた。
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4e，
　　　　　　　　　　　　　　2
　所が佃組の船に，妙な男が一人いた。これは森権之進と云う中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もりごんのしん老のつむじ鴨りで，身分は七十俵五人取持の御徒士である。この
　　　　　　　　　　　　　　　こにんぷ　ち　　　ぶ　か　ち
男だけは不思議に，風をとらない。とらないから，勿論何処と
云わず，たかっている。雷ぶしへのぼっている奴があるかと思う
　　　　　　　　　　まげと，袴腰のふちを渡っている奴がある。それでも別段，気にかけ　　5
　　　　　　　　　　　　　　277
る容子がない。
　ではこの：男だけ，風に食われないのかと云うと，又そうでもな
い。やはり外の連中のように，体中金銭斑々とでも形容したらよ
　　　　　　　　　　　　　　　　きんせんはんはん
かろうと思う程或所まだらに赤くなっている。その上，当入がそ
れを掻いている所を見ると，痒くない訳でもないらしい。が，痒
くっても何でも，一向平気ですましている。
　すましているだけなら，まだいいが，外の連中が，せっせと鼠
狩をしているのを見ると，必わき’からこんな事を云う。一
　「とるなら，殺し沼さるな。殺さずに茶碗へ入れて置けば，わし
が：貰うて進ぜよう。」
　「貰うて，どうさつしゃる？」　同役の一人が，呆れた顔をして，
こう尋ねた。
　「貰うてか。貰えばわしが飼うておくまでじゃ。」
　森は，情然として答えるのである。
　　　　てんぜん
　「では殺さずにとって進ぜよう。」
　岡役は，冗談だと患ったから，二三人の仲聞と一しょに半艮が
かりで，颪を生きたまま，茶呑茶碗へ二三杯とりためた。この男
Q腹では，こうして置いて「さあ飼えjと云ったら，いくら依幡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　こ
地な森でも，閉口するだろうと思ったからである。?
　すると，こっちからはまだ何とも…云わない内に，森が自分の方
から声をかけた。
　「とれたかな。とれたらわしが貰うて進ぜよう。」
　岡役の連申嫉，皆，驚いた。
　「ではここへ入れてぐれさっしゃい。」
　森は平然として，着物の襟をくつろげた。
　「痩我慢をして，あとでお困りなさるな。」
　岡役がこう云ったが，八入は耳にもかけない。そこで一人ずつ，
持っている茶碗を倒にして，米屋が一合枡で米をはかるように，ぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　まナ
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ろそろ風をその襟元へあけてやると，森は，大事そうに外へこぼ
、　　、　　、
れた奴を拾いながら，
　「有難い。これで今夜から暖に眠られるて。」という独語を云い
ながらにやにや笑っている。
　「風がいると，早うござるかな。」
　呆気にとられていた岡役は，皆互に顔を見合せながら，誰に尋
ねるともなく，こう云った。すると，森は，風を入れた後の擦を，
丁寧に直しながら，一応，皆の顔を莫迦にしたように見まわして，
それからこんな：事を云い出した。
　「各々は智，この頃の寒さで，風をひかれるがな，この権之進は
どうじゃ唾もせぬ，沸もたらさぬ。まして熱が出たの，手足が冷
　　　くさめ　　　　　　　はな
えるの云う覚は，嘗てあるまい。各々はこれを，誰のおかげじゃ
と思わっしゃる。一みんな，この風のおかげじゃ。：
　何でも森の説によれば，体に翼がいると，必ちくちく嘉す。刺
すからどうしても掻き’たくなる。そこで，体中万遍なく刺される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まんぺん
とンやはり体中万遍なく掻きたくなる。所が人澗と云うものはよ
くしたもので，痒い痒いと思って掻いている中に，自然と掻いた
所が，熱を持ったように温くなって来る。そこで湿くなってくれ
ば細くなって来る。泣くなってくれば，痒いのもわからない。一
こう云う調子で，風さえ休に沢山いれば，激つきもいいし，風も
ひかない。だからどうしても，i瓢飼うべし，狩るべからずと云う
のである。……
　「成程，そんなものでござるかな。」岡役の二三人は，森の颪論
を聞いて，感心したように，こう云った。
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3　それから，その船の中では，森の真似をして，．鼠を飼う連中が
出来て来た。この連中も，暇さえあれば，茶呑茶碗を持って颪を
追いかけている事は，外の伸間と別に変りがない。唯，ちがうの
偶その取った風を，一一刻銘に懐に入れて，大事に飼って置く
だけである。
　しかし，何処の国，何時の盤でもPr6curseurの説が，そのま
ま二言にも容れられると云う事は滅多にない。船中にも，森の翼
論に反対する，Pharis三cnが大勢いた。
　中でも筆頭第一のPharisSenは井上典蔵と云う働徒士であるρ
これも亦妙な男で，翼をとると必ず皆食ってしまう。夕がた飯を
すませると，茶呑茶碗を前に置いて，うまそうに何かぶつりぶつ
り噛んでいるから，側へよって茶碗の中を観いて見ると，それが
皆．とりためた颪である。「どんな味でござる？」　と瞬くと，「左
様さ。抽臭い，焼米のような味でござろう」と云う。翼を口でつ
ぶす者は，何処にでもいるが，この男はそうではない。全く点心
を食：う気で，毎日風を食っている。一これが先，第一に森に反対
した。
　井上のように，鼠を食う人間は，外に一人もいないが，井上の
反対説に加担をする者は可成いる。　この連中の云い分によると，
翼がいたからと云って，三二の体は決して温まるものではない。
それのみならず，孝経にも，身体髪膚之を父母に受く，敢て殿傷
　　　　　　　　　　　　しんたいはっぷこれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きしよう
せざるは孝の始なりとある。自，好んでその身体を，風如きに食
わせるのは，：不孝も亦甚しい。だから，どうしても風狩るべし。
飼うべからずと云う・のである。……
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　こう云う行き：がかりで，森の仲間と井上の仲間との間には，時
折口論が持上がる。それも，唯，〔！論位ですんでいた内は，差支
えない。が，とうとう，しまいには，それが素で，思いもよらな
い刃傷沙汰さえ，始まるような：事になった。
　それと云うのは，或田，森が，又大事に飼おうと思って，入か
ち貰った風を茶碗へ入れてとって置くと，油断を見すまして井上
が，何時の間にかそれを食ってしまった。森が来てみると，もう
一匹もいない。そこで，このPr6Curseurが腹を立てた。
　「何故，人の鼠を食わしつたの
　張肘をしながら，眼の色をかえて，こうづめよると，井上は，
　はりひじ
　「自閉，風を飼うと云うのが，たわけじゃての。」と空愛いて，ま
　　　　　　　　　　　　　　、　、　、　　　　　　　　　　　　　そらうモぶ
るで取合うけしきがない。
　「食う方がたわけじゃ。」
　　　　　　、　　　、　　、
　森は，躍起となって，板の間をたたきながら，
　「これ，この船中に，一入として風の恩を蒙らぬ者がござるか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうむその風を取って食：うなどとは，恩を仇でかえすも岡然じゃ。」
　「身共は，風の恩を養た覚えなどは，毛頭ござらぬ。」
　「いや，たとい恩を養ぬにもせよ，妄に生類の命を断つなどとは，
　　　　　　　　　　　　　　　みノ並り　しょうるい
言語道断でござろう。」
　二言三言云いつのったと思うと，森がいきなり眼の色を変えて，
門門巻の柄に手をかけた。勿論，井上も負けてはいない。すぐに，
ぬびさやぶき
朱鞘の長物をひきよせて，立上る。一二で風をとっていた連中
が，慌てて両人を取押えなかったら，或はどちらか一方の命にも
回る所であった。
さぬかわ
　この騒ぎを実遇した人の詣によると，二人は，一同に抱きすく
められながら，それでもまだ口：角に泡を飛ばせて，「鼠。翼。」と
叫んでいたそうである。
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4　こう云う具合に船中の倦たちが，風の為に刃傷沙汰を引起して
いる間でも，五百石積の金毘羅船だけは，まるでそんな事には頓
着しないように，紅白の幟を寒風にひるがえしながら，遥々とし
て長州征伐の途に上るべく，雪電よいの空の下を，西へ西へと走
って行った。 5
現代El本文学英訳選集（5）　「羅生門」　（原書虜）より
282
